
た
。
こ
れ
は
千
葉
県
道
路
公
社

施
工
で
し
た
が
、
途
中
で
茨
城

県
側
に
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
対
応

に
苦
慮
し
た
の
を
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
平
成
８
年
ご

ろ
の
話
で
す
。

　
こ
の
橋
梁
整
備
に
合
わ
せ

て
、
旧
波
崎
町
地
内
の
４
車
線

化
事
業
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
急
ぎ
供
用
さ
せ
る
た

め
、
何
工
区
に
も
分
け
て
も
ら

い
、
同
時
に
工
事
発
注
し
て
も

ら
っ
た
り
し
た
の
で
、
潮
来
土

木
事
務
所
の
皆
様
、
建
設
業
界

の
皆
様
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ベ
ル
コ
ン
通
り
と
の
交
差
部

が
い
つ
も
渋
滞
し
て
し
ま
う
と

い
う
の
で
、
何
度
も
何
度
も
現

地
に
行
き
、
交
差
点
改
良
を

行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
関

連
に
つ
い
て
で
す
。
平
成
８

年
（
１
９
９
６
年
）、
２
０
０

２
年
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
会
場
の
１
つ
に
、
鹿

島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
選

ば
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
ス
タ
ジ
ア
ム
も
４

万
人
強
収
容
で
き
る
よ
う
、
急

ピ
ッ
チ
で
改
修
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
ア
ク
セ
ス
道
路
も
早
急

に
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
の

で
す
。

　
第
一
に
、
東
京
方
面
か
ら
の

玄
関
口
と
な
る
東
関
東
自
動
車

道
潮
来
イ
ン
タ
ー
と
、
会
場
地

を
い
か
に
結
ぶ
か
で
す
。
ま

ず
、
国
に
お
願
い
し
て
国
道
51

号
の
新
神
宮
橋
を
含
む
鹿
嶋
バ

イ
パ
ス
の
整
備
を
急
い
で
も
ら

う
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
イ
ン
タ
ー
と
新
神
宮
橋
の

て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
重
要

な
の
は
国
道
１
２
４
号
神
栖
地

区
の
６
車
線
化
事
業
で
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
鹿
嶋
、
神
栖

両
市
を
貫
く
背
骨
の
よ
う
な
役

割
を
持
ち
、
鹿
島
臨
海
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
地
域
の

経
済
を
支
え
る
重
要
な
幹
線
道

路
で
す
。
事
業
区
間
は
、
奥
野

谷
知
手
線
（
通
称
ベ
ル
コ
ン
通

り
）
と
接
続
す
る
知
手
交
差
点

か
ら
、
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
前
の
平
泉
交
差
点
ま
で
の
約

５
・
３
㎞
で
す
。

　
事
業
の
目
的
は
、
交
通
量
の

　
私
は
平
成
27
年
４
月
、
潮
来

土
木
事
務
所
に
所
長
と
し
て
赴

任
し
ま
し
た
。
当
時
、
潮
来
土

木
事
務
所
で
は
、
国
道
３
５
５

号
牛
堀
麻
生
バ
イ
パ
ス
の
地
盤

改
良
工
事
、
宮
中
佐
田
線
『
猫

帰
橋
』
の
下
部
工
事
、
潮
来
佐

原
線
の
４
車
線
化
や
深
芝
浜
波

崎
線
の
拡
幅
工
等
な
ど
を
行
っ

　
鹿
島
開
発
の
主
軸
と
な
っ
た

の
が
、
国
道
１
２
４
号
で
す
。

増
大
に
合
わ
せ
て
車
線
数
を
４

車
線
か
ら
６
車
線
に
増
や
す
こ

と
が
主
な
も
の
で
し
た
。
同
時

に
、
中
央
分
離
帯
の
開
口
部
を

閉
鎖
し
て
交
差
点
の
み
で
右
折

可
能
と
し
、
ま
た
右
折
車
線
と

直
進
車
線
の
間
隔
を
広
く
と
る

な
ど
の
事
故
防
止
対
策
に
よ
り

安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

目
的
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
現
道
で
の

拡
幅
工
事
で
あ
る
た
め
、
交
通

の
流
れ
を
出
来
る
だ
け
確
保
し

な
が
ら
、
安
全
に
工
事
を
進
め

る
こ
と
で
し
た
。

　
本
路
線
は
、
鹿
島
臨
海
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
が
近
い
こ
と
か
ら
、

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
に
は
大
変

混
雑
し
、
そ
れ
以
外
の
時
間
で

も
石
油
化
学
製
品
等
を
輸
送
す

る
大
型
の
重
車
両
が
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
事
業
区
間
を
６

つ
の
工
区
に
分
け
、
知
手
交
差

点
側
か
ら
工
区
ご
と
に
順
次
発

注
し
て
い
き
ま
し
た
。
１
つ
の

工
区
が
完
了
し
た
ら
次
の
工
区

を
発
注
す
る
こ
と
と
し
、
工
事

区
間
が
不
連
続
に
な
っ
て
、
交

通
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ

う
気
を
配
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
警
察
署
と
も
協

議
し
な
が
ら
地
元
の
建
設
業
の

　
私
は
道
路
建
設
課
時
代
以

降
、
こ
の
路
線
に
い
ろ
い
ろ
と

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特

に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
利
根

か
も
め
大
橋
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
関
連
に
つ
い
て
で
す
。

　
銚
子
大
橋
の
渋
滞
解
消
や
、

鹿
行
地
域
と
千
葉
県
東
総
地
域

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を

目
的
に
、
上
流
８
㎞
地
点
に
銚

子
新
大
橋
有
料
道
路
（
利
根
か

も
め
大
橋
）
が
計
画
さ
れ
ま
し

起
点
と
し
、
水
戸
駅
前

交
差
点
に
至
る
延
長
約

１
０
０
㎞
の
一
般
国
道

で
す
。
し
か
し
、
鹿
嶋

市
か
ら
終
点
の
水
戸
市

ま
で
の
区
間
は
、
国
道

51
号
と
の
重
複
区
間
と

な
っ
て
お
り
、
１
２
４

号
の
実
質
延
長
は
銚
子

市
か
ら
鹿
嶋
市
ま
で
の

約
35
㎞
で
す
。

　
県
境
に
架
か
る
銚
子

大
橋
は
、
日
本
道
路
公

団
の
有
料
道
路
で
し
た
が
昭
和

49
年
に
無
料
開
放
さ
れ
た
、
利

根
川
河
口
部
に
架
か
る
長
大
橋

で
す
。
橋
長
１
２
０
３・２
ｍ
、

幅
員
７
ｍ
で
、
当
時
は
国
内
最

大
級
を
誇
っ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
の
１
２
４
号
の
主
な

ル
ー
ト
は
、
昭
和
42
年
（
１
９

６
７
年
）
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
鹿
島
開
発
区
域
内

は
、
鹿
島
開
発
組
合
が
一
括
し

て
用
地
買
収
を
進
め
た
た
め
、

早
期
に
供
用
さ
れ
、
同
時
期
に

供
用
さ
れ
た
水
郷
有
料
道
路

（
現
在
は
無
料
）
と
共
に
、
鹿

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
大
動
脈
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
の
で
す
。

に
広
い
利
根
川
を
眺
め
る
こ
と

は
、
子
供
の
頃
の
自
分
に
と
っ

て
異
次
元
の
世
界
で
し
た
。
さ

ら
に
、
建
設
中
の
鹿
島
臨
海
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
際
に
は
、
松
林
と

砂
丘
に
囲
ま
れ
た
中
に
忽
然
と

現
れ
る
工
場
群
に
わ
く
わ
く
し

た
こ
と
を
、
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
県
に
入
っ
て
か
ら

は
、
道
路
建
設
課
に
平
成
８
年

か
ら
２
年
間
在
籍
し
ま
し
た

が
、
橋
梁
担
当
と
し
て
、
国
道

１
２
４
号
に
接
続
す
る
新
銚
子

大
橋
（
利
根
か
も
め
大
橋
）
の

事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
就
任
当
時
、
千
葉
県
の
環
境

問
題
へ
の
対
応
に
よ
り
工
事
が

中
断
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
と

の
調
整
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
地
元
の
方
か
ら
は

「
人
と
ト
ン
ボ
と
ど
っ
ち
が
大

事
な
ん
だ
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
自

身
も
利
用
者
の
１
人
で
あ
り
、

１
日
も
早
い
開
通
を
誰
よ
り
も

望
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
何
と

も
言
い
よ
う
の
な
い
気
分
に
な

り
ま
し
た
。

　
何
と
か
、
在
任
中
に
工
事
を

再
開
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
平
成
12
年
の
開
通
式
の
際

に
は
一
般
の
通
行
者
と
し
て
参

加
し
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
鹿
行
地
域
で
は

潮
来
土
木
事
務
所
、
鹿
島
水
道

事
務
所
と
鹿
島
港
湾
事
務
所
の

３
事
務
所
に
通
算
16
年
間
勤
務

し
ま
し
た
。
道
路
管
理
者
や
占

用
者
な
ど
、
様
々
な
立
場
で
当

地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
々

に
お
い
て
、
開
発
当
時
の
歴
史

に
触
れ
た
り
、
地
域
の
方
々
の

話
を
聞
く
な
か
で
、
こ
れ
ら
の

施
設
が
利
根
川
下
流
域
の
一
体

的
な
経
済
圏
を
支
え
る
重
要
な

基
盤
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
で
も
仕
事
や
買
い
物
等

で
、
毎
日
の
よ
う
に
国
道
１
２

４
号
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

６
車
線
化
し
た
区
間
で
は
快
適

に
走
行
で
き
、
安
全
性
が
大
幅

に
向
上
し
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
国
道
１
２
４
号
と
い
う
、
地

域
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
う
と
と
も
に
、
ご
指
導
頂

い
た
先
輩
諸
氏
、
支
え
て
い
た

だ
い
た
所
員
の
皆
様
と
建
設
業

の
方
々
に
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
分
離
帯
に
は
、
夾
竹
桃
や
山

茶
花
な
ど
の
低
木
の
ほ
か
、
鹿

島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
付
近
に

は
桜
や
松
の
大
木
が
あ
り
、
桜

が
満
開
と
な
る
４
月
上
旬
の
こ

ろ
に
は
、
松
の
緑
と
見
事
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
樹
木
に
は
、
地

元
の
方
々
に
と
っ
て
鹿
島
開
発

の
記
念
と
し
て
の
強
い
思
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
先
輩
方

か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
尚

更
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
地
元
の
神
栖
市

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
地
区

ご
と
に
説
明
会
を
実
施
し
、
事

業
目
的
、
工
事
の
進
め
方
や
事

故
防
止
対
策
等
を
丁
寧
に
説
明

し
た
こ
と
で
、
大
き
な
反
対
の

声
が
上
が
る
こ
と
も
無
く
、
円

滑
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、
国
道
１

２
４
号
は
、
か
つ
て
銚
子
水
戸

線
と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
遡
っ
て

は
飯
沼
街
道
（
銚
子
の
飯
沼
観

音
へ
至
る
道
）
と
も
い
わ
れ
、

私
の
地
元
銚
子
と
強
い
結
び
つ

き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
１
２
４
号
の
起
点
に

あ
る
銚
子
大
橋
は
昭
和
37
年
に

架
橋
さ
れ
ま
し
た
が
、
真
新
し

い
橋
を
渡
り
な
が
ら
海
の
よ
う

茨
城
の
公
共
・公
益
事
業

茨
城
の
公
共
・公
益
事
業

〜
歴
史
を
た
ど
り
、後
世
に
残
す
〜

〜
歴
史
を
た
ど
り
、後
世
に
残
す
〜

県
土
木
部
総
括
技
監
・
部
長
編
⑦

い
ば
ら
き
の
公
共
事
業
を
紐
解
く

横
田　

喜
一
郎
（
よ
こ
た　

き
い
ち
ろ
う
）

　

１
９
５
８
年
生
ま
れ
。
65
歳
。
81
年
に
入
庁
し
、
土

浦
土
木
事
務
所
に
配
属
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
道
路
建

設
課
係
長
、
国
土
交
通
省
災
害
査
定
官
（
出
向
）、
潮
来

土
木
事
務
所
長
、
技
監
兼
河
川
課
長
な
ど
を
経
て
、
２

０
１
９
年
３
月
に
技
監
兼
検
査
指
導
課
長
で
定
年
を
迎

え
た
。
現
在
は
、
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

に
勤
務
し
て
い
る
ほ
か
、
災
害
復
旧
技
術
専
門
家
と
し

て
の
役
割
も
担
う
。

地
域
経
済
支
え
る
重
要
道
路

鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
大
動
脈
へ
活
躍

皆
様
に
協
力
し
て
頂
き
、
安
全

対
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
事
故

防
止
対
策
と
し
て
分
離
帯
の
開

口
部
を
閉
鎖
す
る
こ
と
や
、
分

離
帯
等
の
樹
木
を
無
く
す
こ
と

に
つ
い
て
、
地
元
の
理
解
を
頂

く
こ
と
で
し
た
。

　
開
口
部
を
無
く
す
こ
と
で
、

利
用
者
の
利
便
性
が
低
下
し
、

沿
線
の
住
民
や
地
元
の
商
店
の

方
か
ら
反
対
の
声
が
上
が
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
片
側
に
１
車
線
増
や

す
こ
と
に
よ
り
分
離
帯
を
狭
く

す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
見
通

し
を
確
保
す
る
た
め
植
栽
等
を

無
く
す
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、

景
観
性
が
低
下
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。

鹿島開発とワールドカップを支えた国道124号について

元県土木部長 元技監兼検査指導課長
（当時：潮来土木事務所長）

渡邊 一夫 氏 横田 喜一郎 氏×

間
は
、
県
が
県
道
潮
来
佐
原
線

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
整
備
を
急

い
だ
の
で
す
。
同
時
に
、
県
道

大
洋
鹿
島
線
、
県
道
鹿
島
港
線

の
整
備
も
進
め
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
国
道
１
２
４
号

の
鹿
嶋
バ
イ
パ
ス
、
鹿
島
神
宮

付
近
の
２
・
２
㎞
も
、
事
業
を

急
ぎ
ま
し
た
。
神
宮
の
森
に
近

接
し
て
い
た
の
で
、
慎
重
に
、

か
つ
急
ピ
ッ
チ
で
事
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

▲鹿島セントラルホテル付近。写真は事業実施前のもの

▲6車線化、交差点改良などが実施され、安全性が大幅に向上

　
江
戸
時
代
、常
陸
国
は
水
戸
を
中
心
に
街
道
が
整
え
ら
れ
、

水
戸
街
道
、
岩
城
相
馬
街
道
、
棚
倉
街
道
、
結
城
街
道
、
飯

沼
街
道
な
ど
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
飯
沼
街
道
は
、
水
戸

－

鹿
島

－

下
総
国
飯
沼
村
（
銚
子
・
飯
沼
観
音
）
を
結
ぶ
幹
線

道
路
で
、
水
戸
～
鹿
島
ま
で
は
「
か
し
ま
道
」
と
呼
ば
れ
る

鹿
島
神
宮
参
詣
の
道
で
あ
り
、
神
栖
～
銚
子
ま
で
は
「
て
う

し
（
ち
ょ
う
し
）
道
」
と
呼
ば
れ
る
、
当
時
の
人
々
の
信
仰

の
道
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
飯
沼
街
道
が
、
国
道
１

２
４
号
の
原
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
朽
化
の
銚
子
大
橋
架
替

�

（
島
津
就
子
）

�

（
弊
社
Ｈ
Ｐ
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
）

　
平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）

に
１
・
６
㎞
が
開
通
と
な
り
、

残
り
０・６
㎞
は
平
成
14
年（
２

０
０
２
年
）
３
月
、
開
催
ぎ
り

ぎ
り
に
開
通
さ
せ
た
の
で
す
。

　
国
道
１
２
４
号
は
、
老
朽
化

し
た
銚
子
大
橋
も
架
け
替
え
ら

れ
、
混
雑
す
る
知
手
交
差
点
か

ら
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
前

の
平
泉
交
差
ま
で
の
６
車
線
化

も
進
め
ら
れ
、
日
々
進
化
し
て

い
ま
す
。
２
～
３
年
後
に
は
東

関
東
自
動
車
道
も
全
区
間
開
通

と
な
る
よ
う
で
す
。
国
道
１
２

４
号
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

国
道
１
２
４
号
は
、
千
葉
県
銚

子
市
の
銚
子
大
橋
前
交
差
点
を

地域開発に貢献した91年、これからも私たちの活動が拡がり続けます
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